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●コンピュータ労働者に
ふさわしい賃金で、残
業を無くし、健康で文
化的な生活を。

●働く者が幸せになる平
和なコンピュータ社会
を。
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（１）

10
時
よ
り
東
京
水
道
（
株
）
の
経
営

申
し
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
社
側
は
藤
山
章
参
与
は
じ
め
、
３
名

が
対
応
さ
れ
ま
し
た
。

電
算
労
「
電
算
労
と
し
て
今
春
闘
に
お
け

る
賃
上
げ
に
つ
い
て
統
一
要
求
と
し
て

10
％
を
掲
げ
て
い
る
。
Ｔ
Ｗ
分
会
に
お

い
て
は
ベ
ア
を
含
め
、
３
万
５
千
円
の
賃

上
げ
を
要
求
し
て
お
り
、
１
次
回
答
で
は

要
求
に
至
っ
て
い
な
い
。
」

会
社
側
「
会
社
と
し
て
現
在
の
事
業
状
況
、

業
績
見
通
し
を
含
め
ど
こ
ま
で
組
合
の
要

求
に
対
応
で
き
る
か
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

出
来
る
だ
け
の
回
答
が
出
し
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。
」

電
算
労
「
何
か
し
ら
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
は

な
い
か
。
ま
た
、
カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て
何

ら
か
の
対
応
は
行
っ
て
い
る
か
。
」

会
社
側
「
現
場
で
は
多
少
の
こ
と
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
会
社
と
し
て
対
応
す

べ
き
ト
ラ
ブ
ル
の
話
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
に
お
い

て
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
が
新
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
る
。
東
京
水

道
（
株
）
と
し
て
も
指
針
を
定
め
て
い
る

の
で
社
内
で
周
知
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。
」

そ
の
他
、
退
職
金
規
定
に
つ
い
て
今
年

度
中
に
統
合
（
旧
Ｐ
Ｕ
Ｃ
と
旧
水
道
総
合

サ
ー
ビ
ス
）
す
る
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
の
後
、
定
年
延
長
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

組
合
か
ら
は
、
組
合
の
要
求
に
つ
い
て
、

東
京
都
へ
右
へ
な
ら
へ
と
い
っ
た
回
答
を

行
う
の
で
は
な
く
、
東
京
水
道
（
株
）
の

立
ち
位
置
に
つ
い
て
組
合
と
と
も
に
東
京

都
に
対
峙
し
、
組
合
の
要
求
を
実
現
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

14
時
よ
り
（
株
）
東
和
シ
ス
テ
ム
の

経
営
申
し
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
社
側
は
伊
勢
宏
常
務
取
締
役
が
対
応

さ
れ
ま
し
た
。

電
算
労
「
今
期
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
含
め

た
経
営
状
況
は
ど
う
か
。
」

会
社
側
「
昨
年
同
様
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

は
な
い
。
売
上
は
昨
年
と
比
較
し
て
予
想

以
上
に
上
が
っ
た
。
」

電
算
労
「
昨
年
の
売
上
が

63
億
円
で
し

た
が
、
今
期
は
ど
の
く
ら
い
か
。
」

会
社
側
「

68
億
円
で
、
去
年
の
冬
の
賞

与
も
そ
れ
な
り
に
支
給
し
た
。
」

電
算
労
「
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
契
約
単
価
は

上
が
っ
た
か
。
」

会
社
側
「
常
に
単
価
ア
ッ
プ
や
生
産
性
の

調
整
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
に
申
し
入
れ
て
い

る
が
、
単
価
ア
ッ
プ
は
な
い
た
め
、
作
業

項
目
を
明
確
に
し
て
、
今
ま
で
も
ら
え
て

な
か
っ
た
作
業
項
目
を
有
償
化
す
る
な
ど

し
、
さ
ら
に
内
部
努
力
で
生
産
性
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
」

電
算
労
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
相
互
関
税

の
関
係
で
通
信
機
器
な
ど
ユ
ー
ザ
に
は
影

響
は
出
て
い
な
い
か
。
」

会
社
側
「
わ
れ
わ
れ
は

SI
部
門
で
通
信

関
係
の
話
は
入
っ
て
こ
な
い
が
、
ユ
ー
ザ
ー

が
開
発
を
止
め
る
な
ど
の
影
響
は
既
に
出

て
い
る
。
だ
か
ら
今
年
の
下
期
か
ら
来
期

に
か
け
て
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
。
」

電
算
労
「
で
は
、
賃
上
げ
す
る
な
ら
今
春

闘
、
今
の
う
ち
上
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
」

会
社
側
「
組
合
の
賃
上
げ
要
求
に
対
し
て

そ
れ
に
応
え
た
い
と
思
っ
て
企
業
努
力
を

す
る
が
、

せ
っ
か
く
賃
上
げ
し
て
も
四

割
ぐ
ら
い
政
府
に
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
国

の
税
金
税
収
入
の
た
め
に
賃
上
げ
し
て
る

の
は
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
電
算
労
と
し

て
、
所
得
税
や
保
険
料
の
引
き
下
げ
な
ど

政
府
に
対
し
て
要
請
行
動
を
行
っ
て
ほ
し

い
。
」

電
算
労
「
社
会
的
な
問
題
に
対
し
て
は
、

大
い
に
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
」

（
株
）
東
和
シ
ス
テ
ム

東
京
水
道
（
株
）



2025年 5月26日 こ ん ぴ ゅ う た 第361号

賃
上
げ
要
求
は
、
１
万
円
お
よ
び
３
万
円

が
最
も
多
く
、
次
に
２
万
円
で
し
た
。
４
万

円
以
上
と
い
う
人
は
16
％
で
し
た
。

電
算
労
の
２
０
２
５
春
闘
に
お
け
る
賃
上

げ
統
一
要
求
は

10
％
、
モ
デ
ル
基
準
給
で

35
才
３
５
，
８
０
０
円
で
す
。

平
均
の
要
求
額
は
昨
年
よ
り
２
，
２
５
０

円
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
状
況
は
半
数
以
上
の
人
が
「
苦
し

く
な
っ
た
」
と
答
え
て
お
り
昨
年
よ
り
８
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
物
価
高
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
春
闘
で
は
大
幅
な
賃
上
げ
が
必
要

で
す
。

賃
金
外
の
要
求
で
は
「
福
利
厚
生
の
充
実
」

が
最
も
多
く
、
「
中
高
年
の
待
遇
問
題
」
、

「
人
員
増
」
、
「
賃
金
格
差
の
是
正
」
、

「
作
業
環
境
改
善
」
、
「
残
業
の
規
制
」
と

続
い
て
い
ま
す
。

「
中
高
年
の
待
遇
問
題
」
が
２
番
目
に
多

か
っ
た
の
は
、
た
ま
た
ま
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
者
の
年
齢
が
高
か
っ
た
た
め
と
思
わ

れ
ま
す
。

残
業
に
つ
い
て
は
、
減
少
傾
向
で
す
。

残
業
代
に
つ
い
て
、
全
く
支
払
わ
れ
て
い
な

い
人
が
３
％
あ
り
ま
す
。

全
く
支
払
わ
れ
て
い
な

い
と
い
う
の
は
、
裁
量

労
働
制
で
な
い
限
り
、

違
法
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
個
別
に
調
査
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

有
給
休
暇
の
消
化
率

に
つ
い
て
は
、
全
部
消

化
と
殆
ど
消
化
は
合
わ

せ
て

61
％
で
昨
年
よ
り

と
４
％
減
っ
て
い
ま
す
。

殆
ど
残
る
、
半
分
残

る
と
い
う
人
は
合
計
で

28
％
で
昨
年
よ
り
と
７

％
減
っ
て
い
ま
す
。

(2)

配布 1,000枚

回収 70枚

時期 2025年3月

性別 男 71%

女 23%

年齢 平均 44歳

勤続 平均 20年

職種 ｿﾌﾄ 84.3%

営業 4.3%

ＰＪ 2.9%

他 2.9%
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健
康
問
題
に
つ
い
て
、
体
の
不
調
は
な
い
、

と
い
う
人
は
43
％
で
し
た
。

慢
性
の
持
病
に
つ
い
て
は
、
「
高
血
圧
」

が
最
も
多
く
、
「
う
つ
な
ど
の
心
因
性
疾
患
」
、

「
糖
尿
病
」
、
「
目
の
病
気
」
と
続
い
て
い
ま

す
。「

う
つ
な
ど
の
心
因
性
疾
患
」
が

10
％
、

10
人
に
一
人
が
心
因
性
疾
患
と
い
の
は
大
変
多

く
、
会
社
側
へ
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う

要
請
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

体
の
不
調
に
つ
い
て
は
、
「
慢
性
疲
労
」
が

い
ち
ば
ん
多
く
、
「
目
が
疲
れ
る
」
が
２
番
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
「
不
眠
が
ち
」
、

「
頭
が
重
い
」
、
「
胃
腸
の
調
子
」
と
続
い
て

お
り
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
休
ま
る
こ
と

が
で
き
て
お
ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
過
多
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。

現
在
、
50
人
以
上
の
労
働
者
が
い
る
事
業
所

で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
い
て

も
最
低
年
１
回
は
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
目
的
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然
に
防
止
す
る
一
次
予
防

と
、
職
場
環
境
の
改
善
で
す
。
や
り
っ
ぱ
な
し

に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
に
応
じ
た
対

応
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

慢
性
の
持
病
は
「
高
血
圧
」
が
最
も
多
く
６

人
の
う
ち
一
人
が
高
血
圧
と
い
う
高
い
比
率
に

な
っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
以
外
で
は
、
「
糖
尿

病
」
、
「
腰
痛
症
」
、
「
目
の
病
気
」
、
と
続

い
て
お
り
、
「
う
つ
」
も
４
％
い
ま
す
。

新
し
い
技
術
に
つ
い
て
い
け
な
い
人
は
、
約

36
％
と
な
っ
て
お
り
例
年
並
み
で
す
。

必
要
を
感
じ
る
技
術
に
つ
い
て
は
、
34
％
の

人
が
「
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
」
を
上
げ
て
い
ま
す
。
続

い
て
、
「
言
語
」
、
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

新
技
術
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。I

D
C
J
a
p
a
n

の
国
内
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム

市
場
予
測
で
は
、
２
０
２
８
年
ま
で
年
間
平
均

成
長
率
は
30
％
で
推
移
し
、
２
０
２
８
年
に
は

２
兆
５
，
４
３
３
億
円
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
中
小
企
業
で
は
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

専
門
知
識
を
持
つ
人
材
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
、

他
国
と
比
較
し
て
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
側
面
が

あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ
を
提
供
す
る
技
術
者
の
育
成
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
ま
す
。

(3)
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クイズ

宛先：〒110-0003 台東区根岸3-25-6

タブレット根岸2Ｆ

こんぴゅうた クイズ係

E-mail：quiz2025@union-net.or.jp
※ご応募の際はフルネームを記してください。

前回の正解 ①手前中央にいる犬の鼻の大きさ ②中央奥でブイサインをして

いる人の前髪 ③右側奥で帽子をかぶっている人の手の形 ④中央で前の人の肩

に手をかける人が着ているコートの袖バンドの長さ ⑤中央奥にある神社の破風

板の長さ ⑥右側にある迎春と書かれた駒札の庇（ひさし）の厚さ ⑦左側にい

る参拝を待つ後ろ姿の人が着ているスーツのベントの長さ

当選者 TW分会：大友恵美、高山崇男、SS：吉川晃生、鈴木智、

経済産業省 情報技術利用促進課：石川仁菜 （敬称略）

★ 締 め 切 り は ７ 月 ３ １ 日 ★

かなりの高確率でＱＵＯカードが当たります！

ご応募お待ちしています！！

右と左の絵には

７ヵ所のちがい

があります。ど

こでしょう？

正解者５名の方

にＱＵＯカード

１０００円分を

さしあげます。

一
昨
年
４
月
１
日
に
給
与
の
デ
ジ
タ

ル
払
い
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

給
与
は
こ
れ
ま
で
、
銀
行
振
り
込
み

や
手
渡
し
で
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
度
か
ら
労
働
者
が
同
意
す

れ
ば
、
「
〇
〇
ペ
イ
」
な
ど
の
決
済
ア

プ
リ
に
給
与
を
支
払
う
こ
と
が
認
め
ら

れ

る

よ

う

に

な
り
ま
し
た
。

賛

成

は

わ

ず
か
３
％
で
、

「

反

対

」

ま

た

は

「

不

安

が
あ
る
」
と
い
う
人
は
、
合
わ
せ
て

63

％
を
超
え
て
い
ま
す

デ
ジ
タ
ル
払
い
に
つ
い
て
は
、
特
に

そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
人
が
多

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

過
去
に
育
児
休
業
を
利
用
し
た
人
は

１
割
、
介
護
休
業
を
利
用
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
、
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
約

７
％
で
し
た
。

ま
た
、
介
護
休
業
を
利
用
し
た
い
と

い
う
人
は
、
２
２
．
９
％
で
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
一
昨

年

10
月
に
施
行
さ
れ
、
段
階
的
な
経
過

措
置
が
あ
る
も
の
の
、
個
人
事
業
主
に

と
っ
て
今
後
大
き
な
問
題
と
な
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
に
つ
い
て
は
、
拘

束
時
間
が
減
っ
た
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
上
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
な
っ
た
現
在

で
も
あ
る
程
度
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
が
継

続
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。


